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人文社会科学部 

■人文社会科学科 

人文科学コース 

【養成する人物像】 

人文科学コースは、「哲学・心理学・歴史学・考古学・地理学・文学・言語学等について学び、グローバルな視点とローカルな視点

の双方から、過去や現在の地域文化の特性や、人間そのものに対する考え方について、批判的な精神をもって理解し、主体的に考

え、社会・文化の維持・発展に貢献できる人間」を養成します。 

 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能  

1. 高等学校等で諸科目を幅広く履修し、基礎的な素養を身につけている。 

2. 主として言語による、正確で論理的な表現技術を身につけている。  

 

思考力・判断力・表現力 

1. 物事を論理的にとらえ、判断し、言語で的確に表現することができる。 

 

主体性・多様性・協働性 

1. 地域の文化や地域社会の課題、人類全体に共通の普遍的な問題について、主体的に考えることができる。 

 

関心・意欲 

1. 地域の文化や地域社会の課題、人類全体に共通の普遍的な問題について関心を持ち、取り組む意欲がある。 

 

 

【入学者選抜方法と評価する能力】 

一般選抜（前期） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

大学入学共通テスト ◎ ○     

個別試験等 
英語 ○ ◎     

活動報告書     ◎ ○ 

 

一般選抜（後期） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

大学入学共通テスト ◎ ○     

個別試験等 面接   ○ ○ ◎ 

 

学校推薦型選抜Ⅰ（大学入学共通テストを課さない選抜） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

英語 ◎ ○   

面接  ○ ◎ ○ 
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国際社会コース 

【養成する人物像】 

 国際社会コースは、「多様な視点を持って異文化・自文化を理解し、グローバル化に対する批判的考察ができる人間、また言語・文

化・社会に関する専門的知識と外国語の運用能力を生かして、グローバル社会の課題解決に貢献できる人間」を養成します。  

 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能  

1. 多元的価値・異文化を理解するための基礎的な素養として、高等学校卒業程度の教科学習に関する知識がある。 

2. 十分な日本語力と高等学校卒業程度の外国語によるコミュニケーションの技能を有する。 

 

思考力・判断力・表現力 

1. 得られた知識を相互に関連づけて、グローバル化に対して批判的に思考し判断する能力を有する。 

2. 目的や場面に応じて適切な言語とメディアを選択し、学習の成果などを発信する基礎的な力を有する。 

 

主体性・多様性・協働性 

1. 言語・文化・社会の多様性を理解しつつ、多様な人々と協働する能力を身につけている。 

2. 世界の人々と積極的に関わり、地域社会に貢献する素養がある。 

 

関心・意欲 

1. 世界における多様な言語・文化・社会の問題に強い関心を持っている。 

2. 世界の人々と積極的に関わり、地域社会に貢献する意欲がある。 

 

 

【入学者選抜方法と評価する能力】 

一般選抜（前期） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

大学入学共通テスト ◎ ○     

個別試験等 
英語 ○ ◎     

活動報告書    ○ ○ 

 

一般選抜（後期） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

大学入学共通テスト ◎ ○     

個別試験等 面接     ○ ◎ 

 

学校推薦型選抜Ⅰ（大学入学共通テストを課さない選抜） 

選抜区分 選抜方法 

評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

Ａ選抜 
小論文 ○ ◎   

面接  ◎ ○ ◎ 

Ｂ選抜 面接 ◎ ◎ ○ ○ 
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国際バカロレア選抜(大学入学共通テストを課さない選抜) 

選抜方法 

評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

書類審査 ◎ ○ ○ ○ 

面接  ◎ ○ ◎ 

 

社会科学コース 

【養成する人物像】 

社会科学コースは、「経済学・経営学・会計学・法学・政治学等について複合的に学び、社会制度に関する幅広い教養と専門的能

力を身につけ、社会的問題に実践的に取り組む人間」を養成します。 

 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 

1. 高等学校等で履修した科目について基礎的事項を理解している。 

 

思考力・判断力・表現力 

1. 社会に存在する諸問題の解決に、専門・学際両面から取り組むための論理的思考力と理性的判断力を有する。 

2. 社会や自己を客観的にとらえることができ、自己の考えを他者に伝わるように表現することができる。 

 

主体性・多様性・協働性 

1. 社会科系の科目を積極的に学び、読書等を通じ、社会制度、社会問題に関する知識や理解力を高める習慣を獲得している。 

 

関心・意欲 

1. 経済・経営・会計・法律・政治等に関連する社会的なことがらについて、主体的に課題を発見し、多面的に課題を検討して、課題

の解決に取り組む意思がある。 

 

【入学者選抜方法と評価する能力】 

一般選抜（前期）A選抜・B選抜 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

大学入学共通テスト ◎ ○     

個別試験等 
小論文 ○ ◎     

活動報告書     ○ ○ 

 

学校推薦型選抜Ⅰ（大学入学共通テストを課さない選抜） 

選抜方法 

評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

口頭試問を含む面接 ○ ◎ ○ ○ 
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学校推薦型選抜Ⅱ（大学入学共通テストを課す選抜） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

大学入学共通テスト ◎ ○     

個別試験等 面接   ◎ ○ ○ 

 

総合型選抜Ⅰ（大学入学共通テストを課さない選抜） 

選抜方法 

評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

第 1次選抜 

講義理解力試

験（小論文） 
○ ◎     

志願理由書   ◎ ○ ◎ 

第 2次選抜 

※講義理解力 

試験(小論文) 
○ ◎     

ゼミナール 

活動適性試験 
○ ◎ ◎ ○ 

作文 ○ ◎ ○   

面接   ◎ ○ ○ 

※第１次選抜で実施した講義理解力試験の結果を利用 


